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決算特別委員会 

 

◎ 開催日時  令和７年 11 月５日（水）９時 58 分～12 時 02 分 

 

◎ 開催場所  議員室 

 

◎ 説 明 員   三日月知事、東副知事、岸本副知事、園田知事公室長、 

北川防災危機管理監、松田総合企画部長、東郷総務部長、 

中村文化スポーツ部長、中村琵琶湖環境部長、山田健康医療福祉部長、 

奥山子ども若者部長、岡田商工観光労働部長、中田農政水産部長、 

伊吹土木交通部長、白井会計管理者、藤原企業庁長、 

正木病院事業庁長、保田議会事務局長、村井教育長、池内警察本部長、 

石田人事委員会事務局長、河瀬代表監査委員、小林監査委員事務局長 

および森野労働委員会事務局長 

 

◎ 議事の概要 

１ 委員席の指定について 

 

２ 議第 124号、議第 125号、議第 126号、議第 127号、議第 128号、議第 129号、議第 144

号、報第 10号、報第 12号および報第 13号について（総括的質疑質問） 

自由民主党滋賀県議会議員団の本田委員およびチームしが 県議団の赤井委員により

総括的質疑質問が行われた。 

 

◎ 本 田 秀 樹（自由民主党滋賀県議会議員団） 

 １．令和６年度の決算について――知事 

 ２．実質公債費比率について――総務部長 

 ３．財政調整基金について――総務部長 

 ４．外国人労働者の税徴収について――総務部長 

 ５．滋賀県基本構想について――総合企画部長 

 ６．犯罪被害者等支援について――総合企画部長 

 ７．初年度の総括としての評価について――子ども若者部長 

 ８．国スポ・障スポの警衛について――警察本部長 

 ９．安全・安心アプリ導入経費について――警察本部長 

 10．ビワイチ観光推進事業について――商工観光労働部長 

 11．滋賀地域交通ビジョンについて――知事、土木交通部長 

 12．空き家対策について――土木交通部長 

 13．管理栄養士について――健康医療福祉部長 

 14．看護職員確保について――健康医療福祉部長 

 15．しがスポーツ大使について――文化スポーツ部長 

 16．水草対策について――琵琶湖環境部長 

 17．県がセールス担当として“湖魚”の魅力を売り歩く事業について――農政水産部長 
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 18．滋賀の教育大綱の精査について――教育長 

 19．児童・生徒の問題行動について――教育長 

 20．令和８年度予算編成に向けた考え方について――知事 

 

◎ 赤 井 康 彦（チームしが 県議団） 

１．令和６年度決算の評価を踏まえた新年度予算への反映について――知事 

 ２．物価高や賃上げに伴う価格転嫁について――知事 

 ３．令和６年度決算に係る審査意見書について――代表監査委員 

 ４．資金運用の取組について――会計管理者 

 ５．「死生懇話会」について――総合企画部長 

 ６．500万円以上の工事に係る随意契約の明瞭化について――土木交通部長 

 ７．介護職員の処遇改善について――健康医療福祉部長 

 ８．子どもの体力及び運動・スポーツの実践力について――教育長 

 ９．ヤングケアラーの支援について――子ども若者部長 

 10．高度化ＰＩＣＳの評価を踏まえた今後について――警察本部長 

 11．有害鳥獣対策の今後の展開について――琵琶湖環境部長 

 12．ガバメントハンターの必要性について――琵琶湖環境部長 

 13．森林環境譲与税について――琵琶湖環境部長 

 14．企業版ふるさと納税について――総務部長 

 15．生物多様性しが戦略推進事業について――琵琶湖環境部長 

 16．消費生活相談の支援について――総合企画部長 

 17．多様な学びの機会や居場所の確保について――教育長 

 

３ 採決  

  [結果］議第 124 号  賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

議第 125 号  全員一致で原案のとおり認定すべきものと決した。 

議第 126 号  全員一致で原案のとおり認定すべきものと決した。 

議第 127 号  賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

議第 128 号  賛成多数で原案のとおり認定すべきものと決した。 

議第 129 号  全員一致で原案のとおり認定すべきものと決した。 

議第 144 号  全員一致で原案のとおり可決すべきものと決した。 

 

４ 委員長報告 

   委員長に一任された。 

   

 

 

 


